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豊富な炭素源から、in-situ 合成法により SiOx/C の多孔質複合体の合成を行っている。
得られた SiOx/C 複合材料を LIB のアノード材料として使用し、充放電を 100 サイク
ル繰り返した後でも高い容量を維持していることを報告している。Li イオンに代えて
安全性が高いナトリウムイオンを使った電池用電極を検討している。還元グラフェンシ
ート上に SnS2 と FeS2 のナノ粒子を同時に成長させることにより、ユニークな三元ハ
イブリッド複合材料（SnS2 /FeS2 /rGO）を合成している。SnS2 /FeS2 /rGO 複合体は





と SIB へ応用した背景及びその電気化学性能が説明されている。 
第２章では、シリコンを含む植物のスギナから単純な合成法により多孔質のカーボン
複合材料 SiOx/C を合成しアノード電極として評価したところ、最初のサイクルで 
2366 mAhg-1 という大きな放電容量を示したが、充放電を 100 サイクル繰り返したと
ころ可逆容量が 773 mAhg-1に低下したことを報告している。 
第 3 章では、還元グラフェン（rGO）をサポータとして使用し、水熱法により SnS2 
/ FeS2 / rGO アノードの複合材料を合成したことが述べられている。単独の SnS2およ
び FeS2 アノード材料と比較して、複合材料 SnS2/FeS2/rGO は高い導電性及び構造安
定性を示したことが述べられている。 SIB のアノード電極に使用し電池性能を評価し
たところ、充放電を 100 サイクル繰り返した後に 0.1Ag-1の電流密度で 763.4mAhg-1と
いう高い容量が得られたことを報告している。 
第４章では、バイオマス炭素の前駆体としてカニの甲羅を使用している。SnS2/C お






学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文に関し、論文審査委員からシリコン系負極材料の先行研究、ナトリウムイオン
電池はなぜハードカーボンを使用したのか、研究の新規性などについて質問がなされ、
いずれも著者から明確な回答が得られた。 
 また、公聴会においても多数の出席者があり種々の質問がなされたが、いずれも著者
の説明によって質問者の理解が得られた。  
以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
